
トヨタ自動車株式会社

トヨタ自動車の化学物質管理と
リスクコミュニケーション



化学物質の管理・低減

トヨタの化学物質管理

84年度 94 00

環境保全事前検討制度
・材料の排水処理性等評価
・使用禁止物質の設定（464物質）

有機塩素系溶剤
の全廃 ・環境影響評価

01 02

ＰＲＴＲﾊﾟｲﾛｯﾄ事業開始 公開排出量管理PRTR法制定

97 99
【法規制】

【トヨタ】

【関連会社対応】

トルエン、キシレン、ニッケル等排出量削減

排出量管理
6,359材料 ×約3,000物質
使用497物質、内PRTR36物質（ ）

エコ・リサーチ設立

Ｉ Ｔ化

リスクコミュニケーション



化学物質の管理・低減

トヨタ管理物質と使用禁止物質

トヨタ管理対象 ３,４２４物質

カドミウム
トリクロロエチレン
ジクロロメタン 等

・化審法 （第１・２種特定化学物質）

・水質汚濁防止法

・欧州製品管理規定

・独自工会使用禁止物質

・スウェーデン国内法禁止物質

使用全廃候補 568物質
・Clean Water Aｃｔ
・Clean Ａｉｒ Aｃｔ
・ＰＲＴＲ法

指定化学物質

（１種、２種）

・環境ホルモン物質

・北米・欧州ＰＲＴＲ
指定化学物質

・独自工会

自主管理物質

使用禁止 464物質
（トヨタで使用していない物質は使用禁止）

（環境基準、排水基準、及び要監視項目に

該当する有機塩素系化合物、農薬）

・大気汚染防止法 （指定物質）

・オゾン層保護法

・OECDﾘｽｸﾘﾀﾞｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

・ PRTR物質毒性ｸﾗｽ１

（臭素系難燃剤） 等



化学物質の管理・低減

環境保全事前検討制度の概要と特徴

工場

仕入先

計画部署 （購入希望）

事前検討部署（判定）

・品番設定
・工場使用可

含有化学物質データ
排水試験結果
臭気試験結果

○

×

×

代替品の検討

トヨタ自動車

副資材
カドミウム
トリクロロエチレン
ジクロロメタン

使用禁止 ４６４物質

等



•環境基準値等と比較し、評価
*人の健康を保護する為「維持される事が望ましい基準」
日欧米の基準値等を参照

大気環境基準値等

水質環境基準値等

１０倍希釈を仮定（水質汚濁防止法と同じ）

気象を観測し
シミュレーション

排出物質に対する環境影響評価
化学物質の管理・低減



化学物質の管理・低減

想定環境基準値の算出

従来の規制物質の環境基準値の設定と同じ考え方を採用

環境基準値

《日本規制物質》

算出

WHOｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ値、USEPAｸﾗｲﾃﾘｱ

想定環境基準値

《日本未規制物質》

参照 採用

慢性毒性データ、発ガン性データ 作業環境許容濃度

算出

WHO、USEPA ACGIH

＊１

＊１と
同様の
考え方
を適用

算出方法適用



排出物質の影響評価例排出物質の影響評価例

０１年度 ０２年度

日本環境基準値

海外環境基準値

等

●
ＡＣＧＩＨ
作業環境
許容濃度
より算出

WHO
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

WHO飲料水
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

●
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ﾄﾙｴﾝ ﾌｪﾉｰﾙ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ﾎﾙﾑ
ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

ﾏﾝｶﾞﾝ
化合物

日本室内
濃度指針値

日本産業衛生
学会作業環境
許容濃度より
算出

≒0≒0 ≒0≒0 ≒0≒0 ≒0≒0 ≒0≒0 ≒0≒0

環境基準値 等

大大 気気 水水 域域

基
準
値
と
の
比

化学物質の管理・低減



トルエン、キシレン（大気）の削減計画

（Kg／台）ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
排
出
量

塗装希釈ｼﾝﾅｰ、洗浄ｼﾝﾅｰ中の
トルエン､キシレンの代替化等

削減（代替化・水性化）推進中

０

２

４

９８年度 ０２年度
０５年度

旧目標値 新目標値

45％減

減１２ 減２３

洗浄シンナー使用量の低減、
上塗ベース塗料の水性化等

化学物質の管理・低減



化学物質の管理・低減

トルエン、キシレン代替物質の概要

作業環境許容濃度

日本国内取扱い量（トン/年）

有
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低
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キシレン
（主に洗浄ｼﾝﾅｰ）

酢酸ブチル
酢酸エチル

トルエン
（主に希釈ｼﾝﾅｰ）



リスクコミュニケーション

トヨタの取組み体制

◆事業者の責務（ＰＲＴＲ法第四条）

理解

地域住民事業者（工場）
情報公開・対話

環境担当行政
（豊田市．三好町）

地域
・議員・区長など

工場
・工務部長
・総務／環境担当

◆工夫点

・工場見学で理解を深める

◆体制

・従来の地域懇談会に合わせて実施

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ



エコ・リサーチ設立の狙い

化学物質管理ﾉｳﾊｳ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｼｽﾃﾑ技術

化学物質管理のトータル技術支援

エコ・リサーチ

出資、提携 ：トヨタ自動車、日立製作所、ﾃﾞﾝｿｰ、
関西ﾍﾟｲﾝﾄ、ﾕｼﾛ化学、日本ﾊﾟｰｶﾗｲｼﾞﾝｸﾞ、
ﾀﾞｲｾｷ

・化学物質管理システムの構築支援

・化学物質排出移動量集計ｼｽﾃﾑ提供

・環境影響評価（自主管理）支援

・エコ材料、工程情報の提供

関連会社対応



ｽﾃｯﾌﾟ

内容

実施
事項

リスク評価
（削減要否）

・代替化
・後処理対策
・設備対応

・基準値比較
・他社比較

削減

製品

大気

水域
土壌
廃棄物

化学物質

成分報告書

成分情報
入手

・届出書提出
・環境報告書発行
・地域とのﾘｽｸ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実施

排出移動量把握 削減 情報公開

排出・移動量
集計

エコ・リサーチが支援

・排出・移動量データ
・リスク評価結果
・削減計画･実績

各社が実施

エコ・リサーチのサービス

工数

関連会社対応



システム構成

ＭＳＤＳ

集計ｼｽﾃﾑ

材料メーカー

会員（事業所）
トヨタ自 動 車 （ 株 ）

行 帳 票 N o . 品           番 仕 入 れ 先
1 4

Y 8 4 5 6 2 2 3 4 1 4
C 1 8

製     品     名 型       式

ボ デ ー 用 塗 料 （ 赤 ）

納 入 会 社 所 在 地 （ 〒                   ） T E L 0 5 2 報 告 会 社 ・ 部 署

○ ○ ○ 商 会 愛 知 県  名 古 屋 市  中 村 区 4 3 2 - 4 4 5 5 T E L
製 造 会 社 所 在 地 （ 〒                   ） T E L 0 5 6 5 発 行 年 月 日

△ △ △ 塗 料 愛 知 県  豊 田 市  堤 町 2 3 - 4 5 2 2 年 月

C A S  N o .
(無 い 物 は  ト ヨ タ  N o . ）

成                           分 含 有 率 （ ％ ）

1 0 8 － 8 8 － 3 ト ル エ ン ４ ０ ～ ５ ０
1 3 3 0 － 2 0 － 7 キ シ レ ン １ ～ ５
6 4 7 4 2 － 9 5 － 6 石 油 ナ フ サ ２ ０ ～ ３ ０
7 1 － 3 6 － 3 ｎ ブ タ ノ ー ル ２ ０ ～ ３ ０
5 0 － 0 0 － 0 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 1 未 満

上 記 以 外 は 該 当 無 し

使 用 上 の 注 意 点
（ 有 害 性 ・ 保 護 具 等 ）

納 入 資 材 成 分 報 告 書
（太 枠 内 及 び 裏 面 を 記 入 し て 下 さ い ）

（ 注 1 ） 成 分 欄 不 足 の 場 合 、 複 数 枚 に て 記 入

（ 注 2 ） 荷 姿 の 違 い 等 に よ り 品 番 が 複 数 に な る 場 合 は

         副 票 へ 記 入 （ 品 番 記 入 は 生 産 管 理 部 ）

エコ・リサーチ社

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ト ヨ タ 自 動 車 （ 株 ）

行 帳 票 N o . 品           番 仕 入 れ 先
1 4

Y 8 4 5 6 2 2 3 4 1 4
C 1 8

製     品     名 型       式

ボ デ ー 用 塗 料 （ 赤 ）

納 入 会 社 所 在 地 （ 〒                   ） T E L 0 5 2 報 告 会 社 ・ 部 署

○ ○ ○ 商 会 愛 知 県  名 古 屋 市  中 村 区 4 3 2 - 4 4 5 5 T E L
製 造 会 社 所 在 地 （ 〒                   ） T E L 0 5 6 5 発 行 年 月 日

△ △ △ 塗 料 愛 知 県  豊 田 市  堤 町 2 3 - 4 5 2 2 年 月

C A S  N o .
(無 い 物 は  ト ヨ タ  N o . ）

成                           分 含 有 率 （ ％ ）

1 0 8 － 8 8 － 3 ト ル エ ン ４ ０ ～ ５ ０
1 3 3 0 － 2 0 － 7 キ シ レ ン １ ～ ５
6 4 7 4 2 － 9 5 － 6 石 油 ナ フ サ ２ ０ ～ ３ ０
7 1 － 3 6 － 3 ｎ ブ タ ノ ー ル ２ ０ ～ ３ ０
5 0 － 0 0 － 0 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 1 未 満

上 記 以 外 は 該 当 無 し

使 用 上 の 注 意 点
（ 有 害 性 ・ 保 護 具 等 ）

納 入 資 材 成 分 報 告 書
（太 枠 内 及 び 裏 面 を 記 入 し て 下 さ い ）

（ 注 1 ） 成 分 欄 不 足 の 場 合 、 複 数 枚 に て 記 入

（ 注 2 ） 荷 姿 の 違 い 等 に よ り 品 番 が 複 数 に な る 場 合 は

         副 票 へ 記 入 （ 品 番 記 入 は 生 産 管 理 部 ）

排出係数

管理物質

関連法規

各種ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ
インターネットに

接続されたコンピュータ

関連会社対応



MSDS入手における機能

集計ｼｽﾃﾑ

MSDS
情報入力、更新

材料メーカー

会員（事業所）
トヨタ自 動 車 （ 株 ）

行 帳 票 N o . 品           番 仕 入 れ 先
1 4

Y 8 4 5 6 2 2 3 4 1 4
C 1 8

製     品     名 型       式

ボ デ ー 用 塗 料 （ 赤 ）

納 入 会 社 所 在 地 （ 〒                   ） T E L 0 5 2 報 告 会 社 ・ 部 署

○ ○ ○ 商 会 愛 知 県  名 古 屋 市  中 村 区 4 3 2 - 4 4 5 5 T E L

製 造 会 社 所 在 地 （ 〒                   ） T E L 0 5 6 5 発 行 年 月 日

△ △ △ 塗 料 愛 知 県  豊 田 市  堤 町 2 3 - 4 5 2 2 年 月

C A S  N o .
(無 い 物 は  ト ヨ タ  N o . ）

成                           分 含 有 率 （ ％ ）

1 0 8 － 8 8－ 3 ト ル エ ン ４ ０ ～ ５ ０
1 3 3 0 － 2 0 － 7 キ シ レ ン １ ～ ５

6 4 7 4 2 － 9 5 － 6 石 油 ナ フ サ ２ ０ ～ ３ ０
7 1 － 3 6－ 3 ｎ ブ タ ノ ー ル ２ ０ ～ ３ ０
5 0 － 0 0－ 0 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 1 未 満

上 記 以 外 は 該 当 無 し

使 用 上 の 注 意 点
（ 有 害 性 ・ 保 護 具 等 ）

納 入 資 材 成 分 報 告 書
（太 枠 内 及 び 裏 面 を記 入 し て 下 さ い ）

（ 注 1 ） 成 分 欄 不 足 の 場 合 、複 数 枚 に て 記 入
（ 注 2 ） 荷 姿 の 違 い 等 に よ り品 番 が 複 数 に な る 場 合 は
         副 票 へ 記 入 （ 品 番 記 入 は 生 産 管 理 部 ）

エコ・リサーチ社

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

②MSDS閲覧

トヨタ 自 動 車 （ 株 ）

行 帳 票 N o . 品           番 仕 入 れ 先
1 4

Y 8 4 5 6 2 2 3 4 1 4
C 1 8

製     品     名 型       式

ボ デ ー 用 塗 料 （ 赤 ）

納 入 会 社 所 在 地 （ 〒                   ） T E L 0 5 2 報 告 会 社 ・ 部 署

○ ○ ○ 商 会 愛 知 県  名 古 屋 市  中 村 区 4 3 2 - 4 4 5 5 T E L
製 造 会 社 所 在 地 （ 〒                   ） T E L 0 5 6 5 発 行 年 月 日

△ △ △ 塗 料 愛 知 県  豊 田 市  堤 町 2 3 - 4 5 2 2 年 月

C A S  N o .
(無 い 物 は  ト ヨ タ  N o . ）

成                           分 含 有 率 （ ％ ）

1 0 8 － 8 8 － 3 ト ル エ ン ４ ０ ～ ５ ０
1 3 3 0 － 2 0 － 7 キ シ レ ン １ ～ ５
6 4 7 4 2 － 9 5 － 6 石 油 ナ フ サ ２ ０ ～ ３ ０
7 1 － 3 6 － 3 ｎ ブ タ ノ ー ル ２ ０ ～ ３ ０
5 0 － 0 0 － 0 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 1 未 満

上 記 以 外 は 該 当 無 し

使 用 上 の 注 意 点
（ 有 害 性 ・ 保 護 具 等 ）

納 入 資 材 成 分 報 告 書
（ 太 枠 内 及 び 裏 面 を 記 入 し て 下 さ い ）

（ 注 1 ） 成 分 欄 不 足 の 場 合 、 複 数 枚 に て 記 入

（ 注 2 ） 荷 姿 の 違 い 等 に よ り 品 番 が 複 数 に な る 場 合 は

         副 票 へ 記 入 （ 品 番 記 入 は 生 産 管 理 部 ）

ＭＳＤＳ

排出係数

管理物質

関連法規

各種ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ
①入力依頼

材料メーカーが直接入力可能
情報の一元管理

（最新版の閲覧）

管理物質はエコリサーチ社
が更新

新規物質の追加
金属換算係数の設定
各化合物の紐付け

関連会社対応



排出係数設定における機能

集計ｼｽﾃﾑ

会員（事業所）エコ・リサーチ社

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ＭＳＤＳ

排出係数

管理物質

関連法規

各種ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ

工程、環境設備を画面で選択

塗装ガン

ｴｱｰ
ガン

工程ﾂﾘｰ 環境設備ﾂﾘｰ

大気

処理有

燃焼式

水域

処理有

凝集式

…
無

…

無

…

廃棄物

焼却

社内

①工程情報設定

関連会社対応



集計結果出力における機能

集計ｼｽﾃﾑ

会員（事業所）エコ・リサーチ社

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

①集計条件入力

ＭＳＤＳ

排出係数

管理物質

関連法規

各種ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ

各種条件による集計結果出力
期間、組織、管理物質グループ
排出量の裾きり考慮
金属換算実施

②集計結果
出力

関連会社対応



ＥＮＤ


